



































石の道具は､素材 となる石を打 ち欠いて形 を整
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図2 調査地点位置図
遠慮な く見学にいらして ください｡
(助手 十井基司)
岡山大学のキャンパスには数千年まえからの人々の歴史が刻まれております｡発掘調査ではいろいろな時
代の遺構や遺物が発見されておりますが､これらをいろいろな角度から分析研究することにより､より明ら
かな歴史を復元することができます｡今回は大学院自然科学研究科棟の建設予定地から出土した植物種子を
農学部の沖 陽子先生に､そして石器の石材を理学部の鈴木茂之先生に鑑定 していただくことになりました｡
それぞれの分析研究に大きな成果が期待されております｡
編集後記
私達の祖先は自分たちの手に馴染んだ数々の石の道具を発明してきました｡いまでは石の感触すら失って
しまった私達の手も､本来は石器を作 り､使っていたのです｡なぜヒトが石の道具を手にしたのか､その要
因はまだはっきりとわかっておりません｡転んでもただでは起 き上がらなかった遥 しさが､石器の発明にむ
すびついたのかもしれません｡巻頭写真は縄文晩期の石庖丁状削器 (写真中左は実物の2/3)｡ (A)
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